
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 １辺の長さが等しい正方形と正三角形がありま
す。この正方形１個と正三角形２個を、下の＜図＞の
ように重ならないように並べたときの図形の面積を
求めなさい。ただし、ＡＢ＝１２cmとします。 
 
 

No.６ 

＜図＞ 

＜解説例＞ 

まず２つの正三角形に注目し、 

底辺が共通で高さが等しければ面積も等しいので 

正三角形を直角三角形に変形することができる。 

 

 

 

正三角形を直角三角形に変形して移動させると 

＜図＞は下のような長方形と考えることができる。 
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次に下の図のような直角三角形に注目す

る。求める面積は、この直角三角形４つ分。 

直角三角形を２つ合わせ

ると１つの角が３０°の

二等辺三角形となる。 
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左の図のように垂線を引

くと、三平方の定理より、

垂線の長さが６cm とわ

かる。 

6 

面積を求めることができ 

12 × 6 ×
1

2
= 36 

直角三角形１つ分は 18 

 

求める面積は直角三角形

４つ分なので 

18×４=72 
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で長さを求められる。 


